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 講
演
記
録 

令
和
５
年
度
き
さ
ら
づ
市
民
カ
レ
ッ
ジ
地
元
学 

コ
ー
ス
第
７
回
で
木
更
津
市
史
編
さ
ん
部
会
自
然
部

会
部
会
委
員
が
講
師
を
務
め
、
４
月
に
公
開
さ
れ
る

新
し
い
『
木
更
津
市
史 

自
然
編 

資
料
』
か
ら
植
物

部
分
の
一
部
を
取
り
上
げ
て
講
演
し
ま
し
た
。 

 

木
更
津
市
の
巨
樹
・巨
木 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

自
然
部
会 

 

木
暮
文
雄 

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
木
暮
文
雄
と
申
し
ま
す
。

大
き
な
木
が
大
好
き
な
人
間
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
木
更
津
市
史
自
然
編
で
、
私
の
担
当
は

植
物
分
類
学
。
木
更
津
市
の
維
管
束
植
物
、
種
子
植

物
、
シ
ダ
植
物
の
す
べ
て
を
調
べ
、
市
史
に
記
録
す

る
担
当
で
す
。 

 

木
更
津
市
に
生
育
す
る
、
維
管
束
植
物
は
、
調
査

の
結
果
、
１
、
６
２
２
種
。
近
隣
市
町
村
に
比
べ
て

も
、
か
な
り
多
く
の
種
類
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
そ
の
な
か
の
維
管
束
植
物
に
つ
い
て
、

つ
ま
り
シ
ダ
と
、
種
子
植
物
を
調
べ
ま
し
た
。
維
管

束
植
物
っ
て
い
い
ま
し
た
け
ど
も
、
こ
れ
以
外
に
、

非
維
管
束
植
物
と
い
う
、
キ
ノ
コ
と
か
、
菌
類
と
か
、

コ
ケ
と
か
に
つ
い
て
は
、
専
門
家
が
い
な
か
っ
た
の

で
今
回
、
調
べ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
な
か
の
一

環
と
し
て
、
巨
樹
・
巨
木
を
調
べ
た
わ
け
で
す
。
初

め
に
申
し
上
げ
ま
す
が
、
巨
樹
・
巨
木
は
、
人
間
の

数
倍
も
生
き
て
、
地
域
の
気
候
、
地
質
な
ど
の
自
然

環
境
や
、
歴
史
を
、
幹
の
太
さ
や
、
高
さ
の
形
で
、

表
現
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
空
気
中
の
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２
）
を
、
光
合
成
に
よ
り
炭
化
水
素
（
有
機

物
＝
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
マ
タ
ー
）
に
変
え
て
、
数
百
年

も
生
き
続
け
、
地
球
環
境
の
保
全
に
役
立
っ
て
い
ま

す
。 

 

木
更
津
市
で
は
、
市
史
編
さ
ん
事
業
の
分
野
に
自

然
部
会
を
設
け
、
維
管
束
植
物
の
種
数
や
、
植
生
の

調
査
を
県
立
中
央
博
物
館
と
合
同
で
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
巨
樹
・
巨
木
の
調
査
を
並

行
し
て
進
め
、
市
内
に
生
育
す
る
約
４
０
０
本
の
候

補
樹
を
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
、
測

定
調
査
し
、
約
４
年
の
歳
月
を
か
け
て
、
２
５
５
本

の
巨
樹
・
巨
木
を
確
認
し
、
市
史
資
料
を
作
成
し
ま

し
た
。 

こ
こ
で
は
、
世
界
や
、
日
本
国
内
と
、
千
葉
県
内
に

存
在
す
る
樹
木
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
や
、
関
連

文
献
か
ら
引
用
し
て
、
概
要
を
紹
介
し
、
木
更
津
市

に
生
育
す
る
巨
樹
・
巨
木
の
調
査
結
果
を
詳
細
に
解

説
し
ま
す
。 

 

世
界
に
ど
れ
く
ら
い
大
き
い
木
が
あ
る
か
、
日
本

に
は
ど
れ
く
ら
い
大
き
い
木
が
あ
る
か
、
ま
た
、
木

更
津
市
は
ど
ん
な
程
度
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
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い
た
だ
く
た
め
に
、
世
界
の
も
の
も
若
干
述
べ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
で
は
巨
樹
・
巨
木
と
は
何
か
。
環
境
省
自
然
環
境

局
生
物
多
様
性
セ
ン
タ
ー
で
は
、
基
準
値
を
設
定
し
、

計
測
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
発
行
し
て
、
調
査
を
奨
励
し
て

い
ま
す
。 

 

巨
樹
・
巨
木
の
定
義
で
す
が
、
①
地
上
約
１
３
０

ｃ
ｍ
の
位
置
で
、
幹
周
が
、
３
０
０
ｃ
ｍ
以
上
の
樹

木
。 

 

②
地
上
約
１
３
０
ｃ
ｍ
の
位
置
に
お
い
て
、
幹
が

複
数
に
分
か
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
幹
周

の
合
計
が
３
０
０
ｃ
ｍ
以
上
で
あ
り
、
主
幹
の
幹
周

が
２
０
０
ｃ
ｍ
以
上
の
樹
木
。 

 

③
樹
種
を
指
定
し
、
樹
種
に
よ
り
、
２
０
０
ｃ
ｍ
・

１
０
０
ｃ
ｍ
以
上
も
、
対
象
と
し
て
い
る
。 

 

④
幹
周
の
み
に
、
基
準
値
を
定
め
、
樹
高
、
樹
齢

な
ど
は
、
定
め
て
い
な
い
。 

 

⑤
一
般
に
、
幹
周
が
、
３
ｍ
以
上
を
巨
木
と
よ
び
、

５
ｍ
以
上
を
、
巨
樹
と
呼
ぶ
習
慣
が
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
環
境
省
が
決
め
て
お
り
ま
す
。
巨
樹
、

巨
木
と
い
い
ま
し
て
も
、
見
た
目
大
き
い
だ
け
じ
ゃ

な
く
で
、
基
準
が
あ
り
、
き
ち
っ
と
決
ま
り
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
、
こ
う
い
う
こ
と
を
も
と
に
調
べ
ま

し
た
。 

 

次
に
、
世
界
の
巨
樹
。
世
界
で
一
番
大
き
な
木
は

シ
ャ
ー
マ
ン
将
軍
杉
。
場
所
は
ア
メ
リ
カ
の
カ
ル
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
。
樹
種
は
セ
コ
イ
ヤ
デ
ン
ド
ロ
ン
、
科

名
は
ヒ
ノ
キ
科
。
幹
周
が
３
１
．
１
ｍ
、
樹
高
が
、

８
３
．
８
ｍ
、
推
定
樹
齢
が
２
、
２
０
０
年
。
体
積

は
１
，
４
８
７
㎥
。
幹
周
が
３
１
．
１
っ
て
い
う
の

は
、
円
周
率
３
．
１
４
で
割
る
と
、
１
０
ｍ
に
な
り

ま
す
。
直
径
１
０
ｍ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
樹
種

の
セ
コ
イ
ヤ
と
い
う
の
は
、
杉
の
一
種
で
す
ね
。 

 

日
本
の
巨
樹
・
巨
木
で
す
が
、
全
国
の
樹
種
別
の

本
数
は
２
０
１
８
年
の
環
境
省
生
物
多
様
性
セ
ン

タ
ー
に
登
録
さ
れ
た
集
計
数
は
、
約
６
万
５
千
本
で

す
。
１
９
９
１
年
の
デ
ー
タ
で
は
５
５
，
７
９
８
本
。

こ
の
う
ち
の
樹
種
別
上
位
３
０
種
の
う
ち
木
更
津

市
に
あ
る
も
の
を
、
こ
れ
か
ら
示
し
ま
す
。
ス
ギ
は

木
更
津
市
に
あ
り
ま
す
。
ケ
ヤ
キ
も
あ
り
ま
す
。
ク

ス
ノ
キ
も
あ
り
ま
す
。
イ
チ
ョ
ウ
も
あ
り
ま
す
。
シ

イ
ノ
キ
は
ス
ダ
ジ
イ
の
こ
と
で
す
、
あ
り
ま
す
。
タ

ブ
ノ
キ
も
あ
り
ま
す
。
マ
ツ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
カ
シ

ノ
キ
は
あ
り
ま
す
。
ム
ク
ノ
キ
も
あ
り
ま
す
。
モ
ミ

も
あ
り
ま
す
。
エ
ノ
キ
も
あ
り
ま
す
。
サ
ク
ラ
も
あ

り
ま
す
。
カ
ヤ
も
あ
り
ま
す
。
ヒ
ノ
キ
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ミ
ズ
ナ
ラ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ト
チ
ノ
キ
も
あ
り

ま
せ
ん
。
カ
ツ
ラ
は
あ
り
ま
す
。
ブ
ナ
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ハ
ル
ニ
レ
は
あ
り
ま
す
。
サ
ワ
ラ
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ア
コ
ウ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ツ
ガ
は
あ
り
ま
す
。

イ
ヌ
マ
キ
も
あ
り
ま
す
。
ホ
ル
ト
ノ
キ
は
あ
り
ま
せ

ん
。
イ
チ
イ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
は
あ

り
ま
す
。
イ
ブ
キ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ク
リ
も
あ
り
ま

せ
ん
。
コ
ウ
ヤ
マ
キ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ヤ
マ
モ
モ
は

あ
り
ま
す
。 

 

と
い
う
こ
と
で
３
０
種
の
う
ち
、
１
９
種
が
木
更

津
に
あ
り
ま
す
。
な
い
も
の
が
１
１
種
で
す
。
こ
こ

で
い
ま
、
聞
き
な
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
ブ
ナ
は
、
東
北
地
方
や
、
山
間
部
に
行
く
と
、
い

っ
ぱ
い
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
千
葉
県
に
は
ブ
ナ

は
生
存
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
か
ら
、
ア
コ
ウ
っ

て
い
う
の
は
、
こ
れ
は
ク
ワ
科
の
常
緑
樹
で
、
ガ
ジ

ュ
マ
ル
に
近
い
植
物
で
、
南
方
系
で
木
更
津
に
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

 

そ
れ
か
ら
、
ホ
ル
ト
ノ
キ
っ
て
い
う
の
は
、
こ
れ

は
昔
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
名
前
を
も
じ
っ
て
つ
け
た
木

で
す
が
、
こ
れ
は
木
更
津
に
は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

大
き
い
木
は
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
チ
イ
や
イ
ブ
キ
は
、

館
山
の
ほ
う
に
は
、
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
辺

に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
国
的
に
は
、
ス
ギ
が
一
番
多

い
で
す
が
、
木
更
津
に
は
ス
ギ
は
少
な
い
で
す
。 

 

全
国
の
巨
樹
、
巨
木
の
ラ
ン
キ
ン
グ
。
一
番
が
蒲

生
の
大
ク
ス
、
ク
ス
ノ
キ
で
す
ね
。
幹
周
が
２
４
．

２
２
ｍ
。
鹿
児
島
県
の
蒲
生
町
っ
て
と
こ
ろ
に
あ
り

ま
す
。
国
の
特
別
天
然
記
念
物
で
す
。
２
８
番
目
が

清
澄
の
大
杉
。
千
葉
県
に
も
大
き
い
の
が
あ
る
よ
と

い
う
こ
と
で
、
こ
れ
は
国
の
天
然
記
念
物
で
す
。 

 

日
本
で
、
一
番
大
き
な
木
は
、
先
ほ
ど
言
い
ま
し

た
。
蒲
生
の
ク
ス
ノ
キ
。
鹿
児
島
県
で
す
ね
。
こ
れ

は
、
幹
周
が
２
４
．
２
２
ｍ
、
樹
齢
が
伝
承
で
す
が
、

１
、
５
０
０
年
。
日
本
一
高
樹
齢
の
木
、
名
称
は
縄
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文
杉
で
す
。
鹿
児
島
県
の
屋
久
島
町
に
あ
り
ま
す
。

幹
回
り
が
１
６
．
４
ｍ
、
樹
齢
が
３
，
０
０
０
年
。

い
ろ
ん
な
先
生
の
話
に
よ
り
ま
す
と
、
７
，
０
０
０

年
と
い
う
人
も
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
縄
文

時
代
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
と
は
い
う
の
で
、
正
確
に
は
わ

か
り
ま
せ
ん
。
今
の
技
術
を
も
っ
て
す
れ
ば
わ
か
る

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
中
が
、
う
ろ
に
な
っ
て
て
、
シ

ン
が
わ
か
ら
な
い
た
め
に
、
サ
ン
プ
ル
が
と
れ
な
い

ん
で
、
カ
ー
ボ
ン
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
っ
て
、
炭
素
の
同

位
元
素
で
測
定
す
る
こ
と
が
可
能
な
ん
で
す
け
ど

も
、
実
際
に
は
や
ら
な
い
で
す
ね
。 

 

日
本
一
背
の
高
い
木
、
こ
れ
の
名
称
は
花
脊
の
三

本
杉
っ
て
い
う
の
が
、
京
都
に
あ
り
ま
し
て
、
樹
高

が
６
２
．
３
ｍ
。
樹
齢
は
推
定
、
１
、
０
０
０
年
か

ら
１
、
２
０
０
年
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

千
葉
県
の
巨
樹
・
巨
木
で
す
が
、
千
葉
県
の
樹
数

と
本
数
、
千
葉
県
の
巨
樹
・
古
木
２
０
０
選
の
樹
種

と
樹
数
。
こ
れ
は
千
葉
県
農
林
水
産
部
森
林
課
と
い

う
と
こ
ろ
で
、
デ
ー
タ
を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
を
見
ま
す
と
、
ス
ギ
が
一
番
多
く
て
、
イ
チ
ョ
ウ
、

ス
ダ
ジ
イ
、
木
更
津
市
の
も
の
と
非
常
に
似
て
い
る

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
だ
い
た
い
、
３
３
種
あ
り
ま
す
。

千
葉
県
の
お
も
な
巨
樹
・
巨
木
リ
ス
ト
。 

 

１
番
が
清
澄
の
大
杉
。
種
名
は
ス
ギ
で
す
。
幹
周

が
１
５
．
２
ｍ
、
樹
高
が
４
３
ｍ
、
樹
齢
は
５
０
０

年
。
場
所
は
鴨
川
市
の
清
澄
で
す
ね
。 

 

そ
れ
か
ら
次
に
、
府
馬
の
大
ク
ス
。
こ
れ
は
、
ク

ス
と
あ
り
ま
す
が
、
タ
ブ
ノ
キ
で
す
。
場
所
は
香
取

郡
の
、
府
馬
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

で
す
ね
、
水
戸
黄
門
が
な
ん
じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ
と
言
っ

た
木
で
、
江
戸
時
代
で
も
う
こ
れ
だ
け
大
き
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
ん
で
、
相
当
大
き
な
木
で
す
。
タ

ブ
ノ
キ
の
こ
と
を
、
別
名
は
タ
マ
グ
ス
と
い
い
ま
し

て
、
楠
科
の
植
物
で
す
。
あ
と
で
解
説
し
ま
す
が
、

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

 

次
に
、
３
番
目
が
環
の
大
楠
。
富
津
市
の
東
大
和

田
に
あ
り
ま
す
。
千
葉
県
で
最
初
に
、
天
然
記
念
物

に
指
定
し
ま
し
た
。
非
常
に
大
き
な
木
で
す
が
、
も

う
ほ
と
ん
ど
芯
は
枯
れ
ち
ゃ
っ
て
、
ま
わ
り
の
、
ひ

こ
ば
え
が
生
え
て
い
る
よ
う
な
木
で
す
。
あ
ま
り
見

栄
え
は
し
な
い
で
す
。 

 

次
の
四
番
目
が
、
安
久
山
の
大
椎
の
木
、
こ
れ
は

椎
の
木
と
し
て
は
、
県
内
で
一
番
大
き
い
だ
ろ
う
、

と
い
う
こ
と
で
、
樹
周
が
、
幹
周
が
１
２
．
１
ｍ
あ

り
ま
す
。 

 

次
に
、
５
番
目
が
、
千
葉
寺
の
イ
チ
ョ
ウ
。
６
番

目
、
千
本
イ
チ
ョ
ウ
っ
て
い
う
の
が
市
川
市
に
あ
り

ま
す
。
７
番
が
神
崎
の
大
楠
。
８
番
目
が
高
照
寺
の

乳
イ
チ
ョ
ウ
。
９
番
、
１
０
番
、
１
１
番
、
見
て
下

さ
い
、
賀
恵
渕
の
シ
イ
。
こ
れ
は
ス
ダ
ジ
イ
で
す
ね
。

幹
周
が
８
．
２
４
ｍ
、
推
定
樹
齢
が
約
５
百
年
、
お

隣
の
君
津
市
の
、
賀
恵
渕
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
り
ま

す
。
あ
と
、
先
ほ
ど
日
本
全
国
で
は
ク
ス
ノ
キ
が
圧

倒
的
に
多
か
っ
た
ん
で
す
が
、
千
葉
県
で
は
ス
ギ
が

多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ス
ダ
ジ
イ
が
多
く
あ
り
ま

す
。
ク
ス
ノ
キ
で
大
き
い
の
は
こ
こ
に
あ
げ
ま
せ
ん

で
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
れ
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
、
幹
周

が
、
１
０
ｍ
ぐ
ら
い
あ
る
木
が
、
南
房
総
市
の
、
昔

の
和
田
町
、
上
三
原
、
嶺
岡
牧
場
か
ら
、
和
田
町
の

ほ
う
へ
と
行
く
道
が
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の

近
く
に
、
大
き
な
楠
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
先
ほ

ど
の
環
の
大
楠
よ
り
も
大
き
い
で
す
。 

 

い
よ
い
よ
木
更
津
市
の
巨
樹
・
巨
木
に
入
り
ま
す
。

地
域
の
生
育
環
境
。
本
市
は
森
林
の
水
平
分
布
に
お

い
て
、
南
西
日
本
か
ら
、
太
平
洋
側
に
連
続
す
る
、

常
緑
広
葉
樹
（
照
葉
樹
林
）
の
東
端
に
位
置
す
る
、

房
総
半
島
の
中
心
部
に
あ
り
ま
す
。
一
方
、
山
地
の

垂
直
分
布
に
み
ら
れ
る
、
常
緑
針
葉
樹
の
、
モ
ミ
・

ツ
ガ
・
カ
ヤ
が
点
在
す
る
と
共
に
、
県
北
部
や
、
北

関
東
に
多
く
み
ら
れ
る
、
北
方
冷
温
帯
系
の
、
落
葉

広
葉
樹
も
、
丘
陵
地
を
中
心
に
分
布
し
て
い
ま
す
。

常
緑
広
葉
樹
・
常
緑
針
葉
樹
・
落
葉
広
葉
樹
が
、
混

在
し
、
暖
地
系
、
温
暖
地
系
と
、
寒
冷
地
系
の
植
物

が
、
と
も
に
生
育
し
て
い
る
の
が
本
市
の
樹
木
相
の

特
徴
で
あ
り
ま
す
。
樹
木
が
巨
木
に
成
長
す
る
に
は
、

概
ね
１
０
０
年
以
上
の
年
数
と
適
度
な
気
候
と
地

形
、
地
質
な
ど
が
必
須
条
件
、
不
可
欠
で
す
。
温
暖

な
気
候
と
、
降
水
量
に
恵
ま
れ
た
、
地
域
の
多
く
を

占
め
る
、
台
地
の
表
層
部
は
、
赤
土
と
呼
ば
れ
る
、

厚
い
関
東
ロ
ー
ム
層
に
覆
わ
れ
て
お
り
、
火
山
灰
質

で
、
透
水
性
が
よ
く
、
腐
植
土
を
含
み
、
樹
木
の
成
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長
に
は
、
適
し
た
土
壌
で
す
。 

 
次
に
生
育
場
所
。
世
界
的
に
み
る
と
、
巨
木
の
生

育
場
所
は
、
人
間
の
開
発
行
為
を
免
れ
た
、
自
然
豊

か
な
場
所
に
保
護
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
で
す
。

日
本
で
は
、
屋
久
島
の
縄
文
杉
が
こ
れ
に
該
当
し
ま

す
。
国
内
、
県
内
、
市
内
で
は
、
神
社
、
寺
院
、
個

人
で
保
護
さ
れ
て
い
る
樹
木
が
圧
倒
的
に
多
い
。
市

域
の
生
育
場
所
も
歴
史
的
な
、
背
景
が
反
映
さ
れ
て

お
り
、
地
目
別
の
割
合
は
、
神
社
、
寺
院
、
個
人
敷

地
が
、
各
々
約
３
０
％
を
占
め
、
寺
社
の
数
が
多
い

ほ
ど
、
巨
樹
、
巨
木
の
数
が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

 

日
本
人
は
山
の
木
は
み
ん
な
切
っ
ち
ゃ
っ
て
る
、

と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。 

神
社
と
、
寺
院
の
数
と
巨
木
。
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
、

私
が
、
無
理
や
り
持
っ
て
き
た
デ
ー
タ
で
す
が
、
寺

社
数
は
市
原
市
に
及
ば
な
い
が
、
地
域
面
積
あ
た
り

の
寺
社
数
は
１
．
３
４
軒
で
、
木
更
津
市
は
一
番
多

い
。
面
積
あ
た
り
の
神
社
の
数
が
多
い
ん
で
、
木
更

津
市
に
は
大
き
い
木
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
わ
け
で
す
。

有
名
な
神
社
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
の
で
、
実
際
の
巨

樹
・
巨
木
の
本
数
は
市
原
市
や
君
津
市
よ
り
も
少
な

い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
密
度
が
高
い
ん
で
す
。 

 

生
育
地
。
丘
陵
地
に
多
く
、
平
坦
地
に
少
な
い
傾

向
は
明
瞭
で
あ
り
、
畑
沢
か
ら
桜
井
を
経
て
、
請
西

と
、
波
岡
地
区
か
ら
、
鎌
足
の
方
面
、
そ
し
て
、
真

里
谷
・
茅
野
の
一
部
に
集
中
し
て
い
る
。
だ
い
た
い

こ
の
よ
う
な
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
樹
種
別
の
本
数
で

は
ス
ダ
ジ
イ
が
圧
倒
的
に
多
い
ん
で
す
が
、
ス
ダ
ジ

イ
は
１
１
４
っ
て
書
い
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
１
１
４

を
グ
ラ
フ
に
入
れ
る
と
上
突
き
抜
け
ち
ゃ
う
ん
で
、

半
分
の
数
値
に
し
て
あ
り
ま
す
。
こ
れ
だ
け
で
す
ね
、

だ
か
ら
、
一
番
多
い
の
は
、
６
０
な
ん
で
す
け
ど
、

ス
ダ
ジ
イ
だ
け
１
１
４
で
、
グ
ラ
フ
を
い
じ
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
見
て
、
千
葉
県
の
デ
ー
タ
と
比
較
し
て
、

左
か
ら
ず
ー
っ
と
数
え
て
３
本
あ
る
モ
ミ
の
木
の

次
に
、
上
総
桜
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
大

き
い
木
で
３
本
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
で
す
ね
、
ほ

か
の
デ
ー
タ
で
な
い
も
の
に
ナ
ツ
グ
ミ
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
か
ら
、
モ
チ
ノ
キ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
他
の
地
域
に
な
い
、
樹
種
が
非
常
に
多
い
の

で
す
。
木
更
津
市
は
、
植
物
、
生
物
に
つ
い
て
、
多

様
性
に
富
ん
だ
地
域
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
言
え

る
と
思
い
ま
す
。 

 
木
更
津
市
の
巨
樹
・
巨
木
の
特
徴
で
す
が
、
樹
種

数
は
３
３
種
で
、
千
葉
県
の
巨
樹
・
古
木
２
０
０
選

の
３
４
種
と
同
等
で
す
。
ス
ダ
ジ
イ
が
４
４
．
７
％

を
占
め
、
も
っ
と
も
多
く
、
上
位
３
種
で
、
全
体
の

６
２
％
を
占
め
ま
す
。
際
立
っ
た
巨
木
は
な
い
が
、

県
内
や
、
近
隣
自
治
体
と
比
較
し
て
も
、
サ
イ
ズ
、

数
と
も
引
け
を
取
り
ま
せ
ん
。
大
き
さ
そ
の
も
の
と

し
て
は
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
の
で
す
が
樹
種

と
し
て
は
、
非
常
に
、
際
立
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

 

ナ
ツ
グ
ミ
・
モ
チ
ノ
キ
・
ハ
ル
ニ
レ
・
サ
イ
カ
チ
・

イ
ト
ヒ
バ
な
ど
は
県
資
料
に
も
な
い
樹
種
で
す
。
特

に
ナ
ツ
グ
ミ
・
モ
チ
ノ
キ
は
、
全
国
的
に
も
上
位
に

入
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
非
常
に
豊
か
で
、
い
ろ
ん
な

珍
し
い
木
が
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

 

ス
ギ
・
イ
チ
ョ
ウ
は
多
く
な
い
な
ど
、
ほ
か
の
地

域
と
異
な
り
ま
す
。
エ
ノ
キ
は
市
内
に
広
く
、
広
範

囲
に
、
生
育
し
て
比
較
的
多
い
。
イ
チ
ョ
ウ
は
多
く

な
く
て
、
エ
ノ
キ
が
多
い
っ
て
い
う
の
も
特
徴
で
す

ね
。 

 

次
に
い
よ
い
よ
、
木
更
津
市
の
、
代
表
的
な
巨
樹
・

巨
木
に
つ
い
て
、
説
明
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
善
雄
寺
の
イ
チ
ョ
ウ
。
こ
れ
は
「
ぜ
ん
の
う

じ
」
と
読
み
ま
す
。
種
名
は
イ
チ
ョ
ウ
、
所
有
者
は

善
雄
寺
。
幹
周
が
、
６
３
８
ｃ
ｍ
。
樹
高
が
１
７
ｍ
。

樹
齢
が
推
定
４
５
０
年
。
場
所
は
茅
野
（
昔
の
医
光

寺
と
い
う
古
い
お
寺
）
で
す
。
こ
れ
は
、
幹
周
が
、

木
の
か
た
ち
が
、
単
幹
、
つ
ま
り
一
本
の
幹
で
で
き

て
る
木
と
し
て
は
、
も
っ
と
も
大
き
い
木
で
す
。
幹

周
が
、
６
３
８
ｃ
ｍ
で
す
か
ら
、
３
．
１
４
で
割
る

と
ち
ょ
う
ど
２
ｍ
に
な
り
ま
す
。
非
常
に
見
栄
え
が

し
ま
す
。
県
内
で
も
相
当
上
位
に
入
る
立
派
な
木
で

す
。
た
だ
、
樹
齢
４
５
０
年
っ
て
い
う
の
は
、
は
か

っ
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
の
で
、
は
っ
き
り
し
な
い
ん
で

す
け
ど
。
こ
れ
も
中
が
み
ん
な
う
ろ
な
ん
で
す
よ
。

が
ら
が
ら
。
ま
わ
り
の
か
わ
で
生
き
て
い
る
よ
う
な

も
の
で
す
。
た
だ
ま
だ
元
気
で
銀
杏
は
た
く
さ
ん
な

り
ま
す
。
２
番
目
が
、
自
性
院
の
イ
ヌ
マ
キ
。
種
名

は
イ
ヌ
マ
キ
、
所
有
者
は
自
性
院
。
幹
周
が
、
４
４
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７
ｃ
ｍ
、
樹
高
が
１
６
ｍ
、
樹
齢
が
こ
れ
も
推
定
４

５
０
年
、
場
所
は
請
西
で
す
。
中
は
み
ん
な
も
う
、

が
ら
が
ら
な
ん
で
す
。
ま
わ
り
で
生
き
て
い
て
非
常

に
樹
齢
が
高
い
ん
で
す
。
イ
ヌ
が
つ
く
の
は
植
物
で

は
だ
い
た
い
、
あ
ん
ま
り
い
い
や
つ
じ
ゃ
な
い
ん
で

す
。
偽
物
と
い
う
よ
う
な
意
味
。
本
物
が
あ
り
ま
す
。

ホ
ン
マ
キ
と
い
う
の
が
。
ホ
ン
マ
キ
は
コ
ウ
ヤ
マ
キ

と
言
い
ま
す
。
こ
れ
は
世
界
遺
産
の
和
歌
山
県
の
高

野
山
に
あ
り
ま
す
。
た
だ
幸
い
な
こ
と
に
、
イ
ヌ
マ

キ
は
、
千
葉
県
の
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
で
す
。
千
葉
県

の
木
で
す
。
千
葉
県
に
は
、
こ
の
イ
ヌ
マ
キ
の
立
派

な
木
が
た
く
さ
ん
何
本
か
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、

こ
れ
は
、
た
ぶ
ん
上
位
に
入
る
立
派
な
木
だ
と
思
い

ま
す
。 

 

３
番
目
に
、
菅
生
神
社
の
ス
ダ
ジ
イ
。
種
名
は
ス

ダ
ジ
イ
、
所
有
者
は
菅
生
神
社
。
幹
周
が
、
１
８
０

５
ｃ
ｍ
、
樹
高
が
１
８
ｍ
、
推
定
樹
齢
が
４
０
０
年
。

場
所
は
菅
生
で
す
。
あ
と
根
回
り
、
根
回
り
が
、
９

５
３
ｃ
ｍ
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
は
、
主
幹
っ
て
、
真

ん
中
の
大
き
な
、
幹
が
で
す
ね
。
も
う
朽
ち
ち
ゃ
っ

た
ん
で
す
よ
、
枯
れ
ち
ゃ
っ
て
、
ま
わ
り
の
ひ
こ
ば

え
が
、
み
ん
な
３
ｍ
以
上
に
な
っ
て
、
こ
の
環
境
省

の
測
定
方
法
に
よ
り
ま
す
と
み
ん
な
合
計
す
る
こ

と
に
な
る
の
で
１
８
ｍ
に
も
な
っ
ち
ゃ
う
。
そ
う
す

る
と
日
本
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
な
っ
ち
ゃ
う
ん
で

す
。
測
定
の
仕
方
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
が
、
非
常

に
大
き
な
木
で
す
。
見
栄
え
も
し
ま
す
。
こ
の
間
に

も
人
間
が
入
っ
て
い
け
ま
す
。
そ
の
く
ら
い
大
き
な

木
で
す
。
市
内
で
も
非
常
に
上
位
に
入
る
木
で
あ
ろ

う
と
い
う
こ
と
で
、
３
番
目
に
上
げ
ま
し
た
。 

 

次
に
４
番
目
、
松
本
家
の
ナ
ツ
グ
ミ
。
こ
れ
は
、

種
名
は
ナ
ツ
グ
ミ
で
す
。
所
有
者
は
松
本
家
。
幹
回

り
が
、
３
７
７
ｃ
ｍ
、
樹
高
が
９
ｍ
、
樹
齢
は
推
定

３
０
０
年
、
所
在
地
は
大
稲
。
こ
れ
は
で
す
ね
、
木

更
津
市
の
、
指
定
天
然
記
念
物
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

た
だ
、
個
人
所
有
な
の
で
、
非
公
開
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
ナ
ツ
グ
ミ
と
い
う
の
は
、
日
本
の
固
有
種
で

す
。
日
本
と
中
国
ぐ
ら
い
に
し
か
分
布
し
て
な
い
の

で
、
中
国
の
デ
ー
タ
は
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
生
物
多
様
性
セ
ン
タ
ー
の
デ
ー
タ
の
中
で
は
、

た
ぶ
ん
、
そ
れ
と
比
較
し
ま
し
て
も
、
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
に
な
り
ま
す
。
も
し
か
す
る
と
、
日
本
で
一
番
大

き
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
全
体
と
し
て
は
、
ナ
ツ
グ

ミ
で
す
か
ら
、
巨
木
と
し
て
は
、
見
栄
え
が
し
ま
せ

ん
。
た
だ
、
木
更
津
市
は
お
目
が
高
い
の
で
、
天
然

記
念
物
に
し
て
あ
り
ま
す
。
す
ご
い
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。 

 

５
番
目
は
大
寺
の
サ
イ
カ
チ
。
種
名
は
サ
イ
カ
チ

で
す
。
所
有
者
は
個
人
で
す
。
幹
周
は
３
７
１
ｃ
ｍ
、

樹
高
は
８
ｍ
、
樹
齢
は
３
０
０
年
、
所
在
地
は
大
寺
。

こ
れ
も
個
人
所
有
な
の
で
、
非
公
開
で
す
。
こ
の
サ

イ
カ
チ
と
い
う
の
は
、
マ
メ
科
の
植
物
で
す
。
県
北

部
の
野
田
市
あ
た
り
で
は
、
自
然
に
生
え
て
い
る
ら

し
い
の
で
す
が
、
県
南
部
で
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
千
葉
県
の
絶
滅
危
惧
種
、
レ
ッ
ド
リ
ス

ト
で
は
、
Ｄ
ラ
ン
ク
に
選
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
市

内
で
は
、
こ
の
一
本
し
か
見
つ
か
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

近
隣
で
は
、
君
津
市
に
あ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
枯
れ

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
館
山
市
に
も
あ
っ
た
ん
で
す

け
ど
、
枯
れ
ま
し
た
。
富
津
市
の
中
央
公
民
館
の
庭

に
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
こ
れ
に
比
べ
る
と
半
分

ぐ
ら
い
で
す
。
こ
れ
は
も
う
老
年
で
す
け
ど
、
富
津

市
の
も
の
は
ま
だ
青
年
で
す
ね
。
そ
の
く
ら
い
の
樹

齢
差
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
昔
、
こ
の
木
は
、
若
葉

は
食
べ
ら
れ
る
、
葉
っ
ぱ
は
サ
ポ
ニ
ン
が
多
い
ん
で
、

し
ゃ
ぼ
ん
、
石
鹸
代
わ
り
に
な
る
ん
で
植
え
ら
れ
た

ん
だ
と
思
い
ま
す
。
非
公
開
で
す
が
、
道
端
に
あ
り

ま
す
ん
で
、
見
る
こ
と
は
可
能
で
す
。
ま
あ
、
大
き

い
こ
と
は
大
き
い
ん
で
す
け
ど
、
見
栄
え
は
し
ま
せ

ん
。 

 

６
番
目
。
矢
那
の
里
山
ス
ダ
ジ
イ
の
森
っ
て
い
う

ふ
う
な
名
前
を
つ
け
ま
し
た
。
ス
ダ
ジ
イ
が
い
っ
ぱ

い
あ
る
ん
で
す
が
、
こ
れ
は
、
種
名
が
ス
ダ
ジ
イ
、

所
有
者
は
個
人
で
す
。
幹
周
が
、
１
、
２
５
３
ｃ
ｍ
、

樹
高
が
１
８
ｍ
、
樹
齢
が
３
５
０
年
、
矢
那
で
す
。

非
公
開
で
す
。
こ
の
家
は
で
す
ね
、
家
に
裏
山
が
あ

り
ま
し
て
、
こ
う
い
う
木
が
５
、
６
本
生
え
て
い
る

ん
で
す
け
ど
、
個
人
の
家
な
の
で
、
な
か
な
か
見
る

の
は
難
し
い
で
す
が
、
ス
ダ
ジ
イ
と
し
て
は
非
常
に

大
き
な
木
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
ま
す
。 

 

９
番
目
は
大
稲
の
稲
荷
神
社
の
ツ
ガ
。
種
名
は
ツ
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ガ
で
す
。
所
有
者
は
稲
荷
神
社
。
幹
周
が
３
３
０
ｃ

ｍ
、
樹
高
が
３
０
ｍ
、
樹
齢
が
、
推
定
２
５
０
年
、

場
所
は
大
稲
で
す
。
神
社
で
す
か
ら
見
る
こ
と
は
自

由
に
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
ツ
ガ
っ
て
い
う
の
は
で
す

ね
、
千
葉
県
で
は
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
の
Ｄ
ラ
ン
ク
に
な

っ
て
い
る
、
貴
重
な
樹
種
で
す
。
清
澄
の
山
中
に
行

き
ま
す
と
、
自
然
木
で
大
き
い
の
が
あ
り
ま
す
。
木

更
津
で
は
非
常
に
少
な
い
。
こ
の
ツ
ガ
と
い
う
の
は
、

非
常
に
材
木
と
し
て
価
値
が
あ
る
の
で
、
普
通
の
木

は
み
ん
な
切
ら
れ
て
し
ま
っ
て
、
も
う
森
に
は
な
い

で
す
が
、
た
ま
た
ま
神
社
で
守
ら
れ
て
い
る
と
い
う

木
で
す
。 

 

１
０
番
目
、
矢
那
の
タ
ブ
ノ
キ
、
種
名
は
タ
ブ
ノ

キ
で
す
。
所
有
者
は
個
人
で
す
。
幹
周
が
５
４
０
ｃ

ｍ
、
５
４
０
で
す
か
ら
、
巨
樹
で
す
ね
。
樹
高
が
１

８
ｍ
、
樹
齢
は
推
定
３
５
０
年
、
矢
那
で
す
。
非
公

開
で
す
が
、
こ
こ
も
市
道
の
わ
き
に
あ
り
ま
す
ん
で
、

簡
単
に
見
ら
れ
ま
す
、
車
も
停
め
ら
れ
ま
す
。
非
常

に
大
き
い
ん
で
す
が
、
左
側
に
エ
ノ
キ
が
あ
っ
て
、

こ
れ
が
邪
魔
し
て
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
も

負
け
ず
に
頑
張
っ
て
ま
す
。
こ
こ
は
で
す
ね
。
昔
の

矢
那
村
と
真
舟
村
と
、
烏
田
村
の
村
境
の
辻
あ
た
り

に
な
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の

木
は
、
庚
申
塔
を
抱
い
て
ま
す
。
石
碑
を
。
そ
う
い

う
こ
と
で
、
見
栄
え
も
い
い
し
、
こ
れ
は
ぜ
ひ
行
っ

た
ら
、
車
停
め
て
、
見
ら
れ
た
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
と
思
い
ま
す
。
個
人
所
有
で
す
の
で
、
畑
な
ん

か
に
は
入
ら
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。 

１
１
番
目
。
小
浜
の
カ
ズ
サ
ザ
ク
ラ
。
種
名
は
カ
ズ

サ
ザ
ク
ラ
、
所
有
者
は
小
浜
地
区
、
幹
周
が
６
８
３

ｃ
ｍ
、
樹
高
が
２
０
ｍ
、
樹
齢
が
推
定
３
０
０
年
、

場
所
は
小
浜
で
す
。
カ
ズ
サ
ザ
ク
ラ
と
い
う
の
は
初

め
て
聞
く
方
が
多
い
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
上
総
桜

は
、
大
島
桜
と
山
桜
の
自
然
交
雑
種
で
す
。
２
０
０

３
年
に
、
千
葉
県
か
ら
全
世
界
に
種
名
登
録
さ
れ
た
、

立
派
な
学
名
を
持
っ
た
木
で
す
。
こ
れ
は
で
す
ね
、

木
更
津
の
名
花
で
あ
る
、
鎌
足
桜
と
同
じ
で
す
。
鎌

足
桜
は
で
す
ね
、
上
総
Ｄ
Ｎ
Ａ
研
究
所
、
上
総
鎌
足

に
あ
る
、
県
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
研
究
所
が
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
ゲ
ノ

ム
解
析
し
た
結
果
、
山
桜
と
大
島
桜
の
系
統
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
証
明
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
の

小
浜
の
上
総
桜
と
、
高
倉
観
音
、
高
蔵
寺
に
あ
る
、

鎌
足
桜
に
つ
い
て
、
私
た
ち
と
植
物
調
査
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
、
県
立
中
央
博
物
館
の
大
場
達
之
博

士
、
著
名
な
植
物
学
者
で
す
。
こ
の
先
生
が
、
上
総

桜
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
同
定
し
て
く
れ
ま
し
た
。

と
い
う
こ
と
で
、
非
常
に
、
市
に
と
っ
て
も
貴
重
な

木
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
、
上
総
地
方
に
多
い
と
、

木
更
津
、
君
津
、
そ
れ
か
ら
、
市
原
の
一
部
に
多
い

と
い
う
こ
と
で
上
総
の
名
前
を
付
け
て
、
上
総
桜
と

い
う
立
派
な
種
名
が
つ
い
て
お
り
ま
す
。
木
更
津
の

一
つ
の
自
然
を
代
表
す
る
、
植
物
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

次
に
１
２
番
目
に
移
り
ま
す
。
稲
荷
森
神
社
の
、

エ
ノ
キ
、
種
名
は
エ
ノ
キ
、
所
有
者
は
稲
荷
森
神
社
。

幹
周
が
３
５
０
ｃ
ｍ
、
樹
高
１
２
ｍ
、
樹
齢
は
３
５

０
年
、
場
所
は
木
更
津
。
木
更
津
市
街
の
ど
真
ん
中

に
あ
る
、
古
墳
の
上
に
あ
る
神
社
で
す
が
、
そ
こ
に

あ
る
エ
ノ
キ
で
す
。
エ
ノ
キ
と
し
て
は
、
県
内
で
も

相
当
大
き
い
部
類
に
入
り
ま
す
。
市
内
で
は
、
も
ち

ろ
ん
ト
ッ
プ
で
す
ね
。
エ
ノ
キ
は
非
常
に
成
長
が
早

い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
も
う
、
町
の
ど
真
ん

中
に
あ
る
神
社
で
す
の
で
、
そ
う
と
う
剪
定
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
元
気
で
頑
張
っ
て
ま
す
。 

 

１
３
番
目
、
妙
眞
寺
の
ム
ク
ノ
キ
。
こ
れ
は
、
種

名
が
ム
ク
ノ
キ
、
所
有
者
は
妙
眞
寺
。
幹
周
が
４
１

７
ｃ
ｍ
、
樹
高
が
１
５
ｍ
、
樹
齢
が
３
５
０
年
、
場

所
は
下
郡
。
こ
れ
も
お
寺
で
す
か
ら
、
見
に
行
っ
て

も
大
丈
夫
で
す
。
こ
れ
は
で
す
ね
、
２
０
１
９
年
の

台
風
で
上
の
方
が
み
ん
な
ほ
と
ん
ど
折
れ
ち
ゃ
っ

た
ん
で
す
よ
。
折
れ
た
け
れ
ど
も
、
ま
た
回
復
し
て

ま
し
て
、
ま
だ
長
生
き
し
そ
う
で
す
。
非
常
に
ム
ク

ノ
キ
と
し
て
は
、
大
き
な
木
で
す
。 

 

１
４
番
目
。
八
幡
神
社
の
ス
ギ
。
種
名
は
ス
ギ
で

す
。
所
有
者
は
八
幡
神
社
。
幹
周
が
４
８
１
ｃ
ｍ
、

樹
高
が
３
８
ｍ
。
樹
齢
が
推
定
約
４
０
０
年
、
所
在

地
は
草
敷
で
す
。
木
更
津
で
は
ス
ギ
が
非
常
に
少
な

い
ん
で
す
け
ど
、
こ
の
杉
は
木
更
津
市
の
な
か
で
は
、

一
番
大
き
い
で
す
。
こ
の
神
社
は
、
い
ろ
い
ろ
神
社

の
資
料
を
調
べ
て
み
ま
す
と
。
江
戸
時
代
の
初
期
に

建
て
ら
れ
た
神
社
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
の
で
、
江
戸
時
代
の
初
期
に
神
社
の
門
、
鳥
居
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の
、
門
の
近
い
と
こ
ろ
に
植
え
ら
れ
て
ま
す
か
ら
、

じ
ゃ
あ
、
一
緒
な
ん
だ
ろ
う
な
と
い
う
こ
と
で
、
推

定
４
０
０
年
と
し
ま
し
た
。
そ
れ
と
、
樹
高
が
で
す

ね
、
三
角
計
で
測
っ
て
み
ま
し
た
け
ど
、
約
３
８
ｍ

あ
り
ま
す
。
か
な
り
誤
差
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
木

更
津
市
で
一
番
背
が
高
い
木
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い

う
こ
と
で
、
ま
だ
上
の
方
は
元
気
で
す
ね
。 

 
 

       

草
敷 

八
幡
神
社
の
ス
ギ 

市
内
随
一
の
樹
高 

 

１
５
番
目
、
安
養
寺
の
タ
ブ
ノ
キ
。
種
名
が
タ
ブ
ノ

キ
、
所
有
者
は
安
養
寺
。
幹
周
は
４
４
３
ｃ
ｍ
、
樹

高
が
１
３
ｍ
、
推
定
樹
齢
が
４
０
０
年
、
所
在
地
は

祇
園
で
す
。
こ
れ
は
町
の
中
の
お
寺
で
す
か
ら
、
だ

い
ぶ
剪
定
さ
れ
て
上
が
な
く
な
っ
て
、
ま
る
ま
っ
て

ま
す
が
、
そ
れ
で
も
こ
れ
だ
け
太
く
な
っ
て
る
と
い

う
こ
と
で
、
中
は
み
ん
な
う
ろ
で
す
。
こ
れ
も
皮
だ

け
で
生
き
て
る
よ
う
な
も
の
で
す
が
、
樹
齢
と
し
て

も
非
常
に
高
い
し
、
太
さ
も
あ
る
ん
で
、
タ
ブ
ノ
キ

と
し
て
も
大
き
い
ほ
う
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ

こ
に
あ
げ
ま
し
た
。 

 

１
６
番
目
。
高
藏
寺
の
ス
ダ
ジ
イ
。
こ
れ
は
、
種

名
は
ス
ダ
ジ
イ
、
所
有
者
は
高
藏
寺
、
幹
周
は
７
４

９
ｃ
ｍ
、
樹
高
が
１
８
ｍ
、
推
定
樹
齢
が
４
０
０
年
、

所
在
地
は
矢
那
で
す
。
高
倉
観
音
の
高
藏
寺
で
す
。

駐
車
場
な
ど
か
ら
は
見
え
な
い
、
藪
の
中
で
す
が
、

非
常
に
大
き
な
木
で
す
。
こ
の
高
藏
寺
は
で
す
ね
、

木
更
津
市
の
森
林
と
し
て
は
、
い
ろ
ん
な
樹
種
が
あ

っ
て
、
木
更
津
市
の
森
林
の
、
樹
層
、
木
の
層
を
み

る
に
は
、
非
常
に
い
い
場
所
で
す
。
い
い
木
が
残
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
中
で
も
こ
の
木
は
大
き
い

木
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
こ
に
あ
げ
て
あ
り
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
な
資
料
に
比
較
し
て
も
、
ひ
け
を
と

ら
な
い
大
き
な
木
で
す
。 

 

１
７
番
目
。
イ
ト
ヒ
バ
。
所
有
者
は
光
厳
寺
と
言

い
ま
す
。
寺
の
管
理
者
に
聞
き
ま
し
た
ら
、「
こ
う
ご

ん
じ
」
と
読
む
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
幹
周
は
、
幹
周

は
４
１
７
ｃ
ｍ
、
樹
高
１
５
ｍ
、
樹
齢
が
推
定
３
０

０
年
、
所
在
地
は
根
岸
で
す
。
こ
の
イ
ト
ヒ
バ
と
い

う
の
は
、
ヒ
ノ
キ
と
サ
ワ
ラ
を
か
け
あ
わ
せ
た
、
人

間
が
作
り
出
し
た
木
で
す
。
江
戸
時
代
に
植
木
と
し

て
、
作
り
だ
し
た
木
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
と
お
ん
な
じ

よ
う
な
、
人
間
が
作
り
出
し
た
、
交
配
種
で
す
。
で

も
こ
れ
は
ち
ゃ
ん
と
子
ど
も
を
生
み
ま
す
。
た
だ
、

生
え
る
か
ど
う
か
、
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

種
は
で
き
ま
す
。
こ
う
ゆ
う
人
間
が
作
り
出
し
た
木

も
、
こ
ん
な
に
大
き
く
な
っ
て
る
と
い
う
。
こ
れ
は

で
す
ね
、
落
雷
に
あ
い
ま
し
て
、
上
の
ほ
う
は
も
う

枯
れ
ち
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
ま
だ
元
気
そ
う

で
す
ね
。
こ
う
ゆ
う
人
間
が
作
り
出
し
た
木
も
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
げ
ま
し
た
。 

 

１
８
番
目
。
諏
訪
神
社
の
モ
チ
ノ
キ
。
種
名
は
モ

チ
ノ
キ
で
す
。
所
有
者
は
諏
訪
神
社
、
幹
周
は
４
３

９
ｃ
ｍ
、
樹
高
が
１
８
ｍ
、
樹
齢
が
３
０
０
年
、
場

所
は
桜
井
で
す
。
モ
チ
ノ
キ
と
い
う
の
も
、
こ
れ
も

南
方
系
の
あ
た
た
か
い
地
方
の
系
統
の
、
温
暖
帯
の

照
葉
樹
で
す
ね
。
木
更
津
に
は
モ
チ
ノ
キ
は
け
っ
こ

う
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
県
北
部
や
県
南
部
に
は
少
な

い
で
す
。
こ
の
辺
が
ち
ょ
う
ど
い
い
所
で
、
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
。
モ
チ
と
い
う
の
は
、
昔
、
小
鳥
を

捕
ま
え
る
の
に
、
ト
リ
モ
チ
と
い
う
の
を
こ
の
樹
脂

か
ら
作
っ
た
木
で
す
。
こ
の
木
は
オ
ス
、
メ
ス
が
あ

る
ん
で
す
け
ど
、
こ
れ
も
非
常
に
形
態
が
変
わ
っ
て

い
て
、
オ
ス
ど
う
し
だ
と
、
だ
れ
か
が
メ
ス
に
な
っ

ち
ゃ
う
ん
で
す
ね
。
そ
う
ゆ
う
特
殊
な
木
で
す
が
、

こ
れ
は
も
う
、
オ
ス
か
メ
ス
か
判
定
が
つ
き
ま
せ
ん
。

と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
は
県
資
料
に
も
な
い
し
、
県

内
で
も
国
内
で
も
、
有
数
の
大
き
な
木
だ
と
思
い
ま

す
。 

 

１
９
番
目
、
羽
雄
神
社
の
モ
ミ
。
種
名
は
モ
ミ
で

す
。
所
有
者
は
羽
雄
神
社
、
幹
周
は
３
２
８
ｃ
ｍ
、

樹
高
が
３
３
ｍ
、
樹
齢
が
３
０
０
年
、
茅
野
に
あ
り

ま
す
。
モ
ミ
の
木
と
い
う
の
は
、
あ
ち
こ
ち
山
の
だ

い
た
い
尾
根
の
上
に
自
然
に
生
え
て
る
の
が
多
い
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ん
で
す
よ
。
一
応
高
山
系
の
木
な
ん
で
す
が
、
非
常

に
平
地
に
も
あ
っ
て
、
あ
ち
こ
ち
に
生
え
て
ま
す
。

寿
命
の
短
い
木
で
、
ほ
と
ん
ど
モ
ミ
の
木
っ
て
の
は
、

建
材
と
し
て
役
に
た
た
な
い
ん
で
す
よ
。
建
築
材
料
、

建
物
に
は
、
木
が
弱
く
て
、
あ
ま
り
役
に
た
た
な
い

ん
で
、
昔
か
ら
、
棺
桶
と
塔
婆
の
材
料
だ
と
、
い
う

よ
う
な
木
で
す
ね
。
た
だ
、
神
社
で
す
か
ら
、
大
事

に
育
っ
て
あ
り
ま
す
が
、
神
社
の
管
理
者
に
い
う
と
、

も
う
い
つ
倒
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
切
っ
ち
ゃ

い
た
い
と
い
う
よ
う
な
話
を
し
て
ま
し
た
。
ま
だ
モ

ミ
の
木
は
木
更
津
市
に
あ
ち
こ
ち
に
あ
り
ま
す
ん

で
、
あ
ま
り
そ
れ
ほ
ど
、
重
要
な
木
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
市
内
に
あ
る
、
普
通
に
み
ら
れ
る
モ
ミ
の
木

で
は
こ
れ
が
一
番
大
き
い
か
な
あ
と
い
う
こ
と
で

す
。 

 

２
０
番
目
。
鎌
足
小
学
校
の
ク
ス
ノ
キ
。
種
名
は

ク
ス
ノ
キ
。
所
有
者
は
鎌
足
小
学
校
、
所
有
者
は
鎌

足
小
学
校
で
す
か
ら
、
木
更
津
市
に
な
り
ま
す
ね
。

幹
周
は
７
０
４
ｃ
ｍ
、
樹
高
が
２
５
ｍ
、
推
定
樹
齢

が
１
５
０
年
、
所
在
地
は
矢
那
で
す
。
学
校
で
す
か

ら
、
普
通
に
は
入
れ
ま
せ
ん
。
ク
ス
ノ
キ
は
、
全
国

的
に
は
、
非
常
に
多
い
。
県
内
で
も
多
い
。
紹
介
し

ま
し
た
が
、
木
更
津
市
は
そ
ん
な
に
大
き
な
の
は
な

い
ん
で
す
。
ク
ス
ノ
キ
と
い
う
の
は
、
比
較
的
、
古

民
家
に
よ
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
腐
ら
な
い
ん
で
す

よ
。
古
民
家
の
、
土
台
で
す
ね
、
根
太
の
下
に
使
う
。

土
台
に
使
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
み
な
さ
ん
、
太
田
山

に
あ
る
旧
安
西
家
住
宅
な
ん
か
行
き
ま
す
と
、
床
の

下
見
る
と
、
楠
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
ゆ
う
こ

と
で
、
ク
ス
ノ
キ
と
い
う
の
は
、
比
較
的
昔
は
需
要

が
多
か
っ
た
ん
で
、
大
き
い
木
が
残
っ
て
な
い
ん
じ

ゃ
な
い
か
、
い
う
感
じ
で
す
ね
。
あ
る
と
す
れ
ば
、

神
社
か
お
寺
で
す
。 

 

２
１
番
目
。
長
楽
寺
の
ス
ダ
ジ
イ
。
長
楽
寺
は
、

み
な
さ
ん
ご
存
知
の
よ
う
に
、
請
西
に
あ
る
お
寺
で

す
が
、
こ
こ
の
ス
ダ
ジ
イ
、
こ
れ
は
５
２
８
ｃ
ｍ
で
、

巨
樹
に
な
り
ま
す
の
で
、
大
き
い
木
で
あ
る
と
い
う

こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
と
り
あ
げ
ま
し
た
。 

 

２
２
番
目
、
矢
那
の
ボ
ダ
イ
ジ
ュ
。
こ
れ
は
、
ボ

ダ
イ
ジ
ュ
で
す
。
見
栄
え
は
あ
ま
り
よ
く
な
い
ん
で

す
け
ど
。
所
有
者
は
個
人
。
幹
周
は
３
７
０
ｃ
ｍ
、

樹
高
が
１
８
ｍ
、
推
定
樹
齢
が
３
０
０
年
、
矢
那
で
、

非
公
開
で
す
。
ボ
ダ
イ
ジ
ュ
と
い
う
の
は
、
ほ
ん
と

の
ボ
ダ
イ
ジ
ュ
は
イ
ン
ド
ボ
ダ
イ
ジ
ュ
、
お
釈
迦
様

が
悟
り
を
開
い
た
、
イ
ン
ド
ボ
ダ
イ
ジ
ュ
で
す
が
、

こ
ち
ら
は
、
中
国
原
産
の
ボ
ダ
イ
ジ
ュ
。
唐
菩
提
樹

で
す
ね
。
こ
れ
は
平
安
時
代
に
、
た
ぶ
ん
、
遣
唐
使

か
な
に
か
が
持
ち
帰
っ
た
も
の
が
、
全
国
の
お
寺
や

民
家
に
植
え
ら
れ
た
、
と
い
う
も
の
だ
と
思
い
ま
す

ね
。
由
来
は
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、
こ
の
実
か
ら

数
珠
を
作
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
シ
ナ
ノ

キ
科
に
属
し
ま
す
。
シ
ナ
ノ
キ
に
非
常
に
似
て
い
る
、

ボ
ダ
イ
ジ
ュ
で
す
。
お
寺
に
は
こ
れ
ほ
ど
大
き
い
木

は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
と
き
ど
き
植
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
木
更
津
の
調
査
で
は
、
シ
ナ
ノ
キ
も
あ
り

ま
し
た
。
ボ
ダ
イ
ジ
ュ
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

２
３
番
目
。
矢
那
の
カ
ツ
ラ
。
種
名
は
カ
ツ
ラ
で

す
、
所
有
者
は
個
人
で
す
。
幹
周
は
４
３
０
ｃ
ｍ
、

樹
高
１
５
ｍ
、
推
定
樹
齢
２
０
０
年
、
所
在
地
は
矢

那
で
す
。
カ
ツ
ラ
と
い
う
の
は
、
北
海
道
か
ら
九
州

ま
で
あ
り
ま
す
。
千
葉
県
に
は
、
清
澄
の
ほ
う
、
一

番
奥
に
、
一
本
だ
け
雄
の
木
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が

残
っ
て
い
る
だ
け
で
、
県
内
に
は
普
通
あ
り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
、
み
ん
な
他
に
、
矢
那
川
ダ
ム
だ
と
か
、
鎌

足
公
園
と
か
に
い
き
ま
す
と
、
多
く
あ
る
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
み
ん
な
植
え
た
も
の
で
す
。
こ
れ
も
植
え

ら
れ
た
も
の
が
、
成
長
し
て
こ
こ
ま
で
大
き
く
な
っ

た
と
い
う
木
で
す
ね
。 

 

２
４
番
。
諏
訪
神
社
の
タ
ブ
ノ
キ
。
種
名
は
タ
ブ

ノ
キ
、
所
有
者
は
諏
訪
神
社
、
幹
周
は
４
０
０
ｃ
ｍ
、

樹
齢
が
約
２
５
０
年
、
所
在
地
は
桜
井
で
す
。
こ
れ

は
国
道
を
下
っ
て
い
く
と
、
中
央
病
院
よ
り
も
ち
ょ

っ
と
北
側
の
左
側
に
、
国
道
か
ら
見
え
ま
す
。
よ
そ

見
し
な
い
よ
う
に
見
て
頂
け
れ
ば
、
大
き
い
木
が
そ

び
え
た
っ
て
る
ん
で
、
そ
こ
か
ら
見
え
る
大
き
な
木

で
す
。 

 

２
５
番
。
真
如
寺
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
。
種
名
は
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
、
所
有
者
は
真
如
寺
、
幹
周
が
５
３
６
ｃ
ｍ
、

樹
高
が
１
６
ｍ
、
推
定
樹
齢
が
１
２
０
年
、
場
所
は

真
里
谷
で
す
。
こ
の
幹
回
り
５
３
６
ｃ
ｍ
っ
て
い
う

の
は
、
双
幹
で
２
本
の
木
か
ら
な
っ
て
ま
す
。
だ
か
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ら
、
半
分
に
割
る
と
２
５
０
ｃ
ｍ
な
ん
で
、
あ
ま
り

そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
、
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
桜

と
し
て
は
、
山
桜
と
し
て
は
、
だ
ん
ぜ
ん
大
き
い
で

す
。
こ
れ
非
常
に
早
咲
き
で
、
３
月
の
２
０
日
ご
ろ

に
は
も
う
満
開
に
な
っ
ち
ゃ
う
と
思
い
ま
す
。
葉
と

花
が
一
緒
に
出
る
。
非
常
に
派
手
な
木
で
す
。
ピ
ン

ク
色
じ
ゃ
な
い
、
む
し
ろ
、
黄
色
み
が
か
っ
た
色
で

す
。
見
栄
え
が
す
る
の
で
、
花
の
時
期
に
見
に
行
か

れ
た
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
こ
と
で
こ

こ
に
あ
げ
ま
し
た
。 

 

２
６
番
、
久
津
間
の
タ
ブ
ノ
キ
。
種
名
は
タ
ブ
ノ

キ
、
所
有
者
は
個
人
で
す
。
幹
周
が
５
７
０
ｃ
ｍ
、

樹
高
１
８
ｍ
、
推
定
樹
齢
が
２
０
０
年
、
場
所
は
久

津
間
で
す
。
非
公
開
で
す
。
久
津
間
と
い
う
と
こ
ろ

は
、
み
な
さ
ん
ご
存
知
の
よ
う
に
、
小
櫃
川
の
も
う

河
口
に
近
い
と
こ
ろ
で
、
地
質
学
的
に
い
う
と
、
沖

積
地
に
な
り
ま
す
。
山
か
ら
流
れ
て
き
た
土
砂
が
堆

積
し
た
と
こ
ろ
で
、
沖
積
平
野
に
も
こ
ん
な
大
き
な

木
が
あ
り
ま
す
よ
と
い
う
こ
と
で
、
市
内
の
分
布
の

な
か
に
も
、
こ
う
ゆ
う
と
こ
ろ
に
も
あ
る
と
い
う
こ

と
で
、
こ
こ
に
紹
介
し
ま
し
た
。 

 

２
７
番
目
。
畑
沢
の
浅
間
神
社
の
ス
ダ
ジ
イ
。
所

有
者
は
浅
間
神
社
、
幹
周
が
４
６
４
ｃ
ｍ
、
樹
高
が

１
６
ｍ
、
樹
齢
は
推
定
４
０
０
年
、
場
所
は
畑
沢
で

す
。
鎌
倉
時
代
、
い
ざ
鎌
倉
に
駆
け
つ
け
る
と
き
に
、

旗
竿
を
調
達
し
た
、
と
い
う
こ
と
が
名
前
の
由
来
で
、

畑
沢
に
な
っ
た
ら
し
い
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
く
ら
い

の
時
代
か
ら
あ
っ
た
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

神
社
の
鳥
居
か
ら
、
入
っ
て
す
ぐ
近
く
に
あ
る
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
全
部
う
ろ
で
す
。
な
か
に
人
が
入
れ

ま
す
、
大
人
が
入
れ
ま
す
。
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ

の
樹
齢
は
さ
っ
ぱ
り
わ
か
り
ま
せ
ん
。
実
際
も
っ
と

年
寄
り
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

２
８
番
目
、
光
福
寺
の
ヤ
マ
モ
モ
。
種
名
は
ヤ
マ

モ
モ
、
所
有
者
は
光
福
寺
、
幹
周
が
２
５
３
ｃ
ｍ
、

樹
高
が
１
５
ｍ
、
樹
齢
が
２
０
０
年
、
所
在
地
は
桜

井
。
ヤ
マ
モ
モ
で
す
の
で
、
幹
周
が
３
０
０
ｃ
ｍ
以

上
に
な
る
の
は
非
常
に
少
な
く
、
２
５
３
ｃ
ｍ
で
す

け
れ
ど
も
巨
木
に
属
し
ま
す
。
そ
れ
と
、
非
常
に
植

木
屋
さ
ん
が
手
入
れ
し
て
く
れ
て
ま
す
ん
で
、
造
形

の
美
で
す
ね
。
造
形
し
た
木
が
こ
ん
な
大
き
く
な
る

と
。
い
う
こ
と
で
こ
こ
に
と
り
あ
げ
ま
し
た
。
こ
の

お
寺
の
住
職
さ
ん
、
戦
時
中
に
、
こ
の
木
に
実
が
な

っ
て
て
、
実
を
食
べ
た
と
い
う
話
を
し
て
く
れ
ま
し

た
ん
で
、
戦
時
中
は
実
が
な
っ
て
た
ら
し
い
で
す
。 

 

２
９
番
、
高
藏
寺
の
ス
ギ
。
先
ほ
ど
高
藏
寺
紹
介

し
ま
し
た
ん
で
、
省
略
し
ま
す
。 

 

３
０
番
、
下
郡
の
ス
ダ
ジ
イ
。
所
有
者
は
個
人
で

す
。
幹
周
が
５
６
７
ｃ
ｍ
、
樹
高
が
１
６
ｍ
、
推
定

樹
齢
３
０
０
年
、
下
郡
で
す
。
こ
れ
は
で
す
ね
、
な

ぜ
こ
こ
へ
あ
げ
た
か
と
い
う
と
、
途
中
で
合
体
し
て

る
の
が
わ
か
り
ま
す
ね
。
こ
う
ゆ
う
合
体
し
た
木
の

こ
と
を
、
連
理
木
と
い
い
ま
す
。
連
理
木
と
い
う
の

は
、
平
安
時
代
に
唐
の
詩
人
で
白
居
易
と
い
う
詩
人

が
い
た
ん
で
す
が
、
白
居
易
の
詩
の
な
か
に
、「
天
に

在
ら
ば 

比
翼
の
鳥 

地
に
在
ら
ば 

連
理
の
枝
」

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
よ
う
は
、
夫
婦
は
仲
良
く

し
な
さ
い
と
、
夫
婦
が
深
く
愛
し
合
い
、
互
い
に
離

れ
が
た
い
間
柄
に
あ
る
と
い
う
語
で
、
く
っ
つ
い
て

る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
う
ゆ
う
木
を
連
理
木
と
い
い

ま
す
。
こ
ん
な
大
き
な
木
も
あ
り
ま
す
よ
と
い
う
こ

と
で
、
紹
介
し
ま
し
た
。 

 

３
１
番
目
、
牛
袋
の
浅
間
神
社
の
ク
ス
ノ
キ
。
種

名
は
ク
ス
ノ
キ
で
す
。
牛
袋
の
浅
間
神
社
に
あ
る
ク

ス
ノ
キ
で
、
幹
周
が
５
１
４
ｃ
ｍ
の
、
巨
樹
が
あ
り

ま
す
。 

 

３
２
番
目
は
、
笹
子
の
阿
弥
陀
寺
の
ス
ダ
ジ
イ
。

こ
れ
は
阿
弥
陀
寺
の
奥
の
ほ
う
に
、
非
常
に
、
自
然

豊
か
な
と
こ
ろ
で
、
大
き
な
木
が
あ
り
ま
す
と
い
う

こ
と
で
す
。 

 

３
３
番
目
。
矢
那
の
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
。
種
名
が
イ

ロ
ハ
モ
ミ
ジ
で
、
所
有
者
は
個
人
で
す
。
幹
周
が
２

２
９
ｃ
ｍ
、
樹
高
が
９
ｍ
、
推
定
樹
齢
が
８
０
年
で

す
。
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
も
３
０
０
ｃ
ｍ
以
上
に
な
る
こ

と
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
。
と
い
う
こ
と
で
、
こ
こ
に

と
り
あ
げ
ま
し
た
。
非
常
に
紅
葉
が
綺
麗
。
ほ
ん
と

に
紅
葉
し
ま
す
。
今
、
紅
葉
の
ま
っ
盛
り
な
ん
で
す

が
、
個
人
の
家
な
ん
で
、
な
か
な
か
許
可
も
ら
わ
な

い
と
行
け
な
い
で
す
。 

 

３
４
番
目
。
曽
根
の
八
幡
神
社
の
ケ
ヤ
キ
。
ケ
ヤ

キ
で
す
。
ケ
ヤ
キ
い
ま
ま
で
出
て
な
か
っ
た
ん
で
す
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け
ど
、
曽
根
の
八
幡
神
社
に
あ
り
ま
す
。
幹
周
が
３

４
０
ｃ
ｍ
、
樹
齢
が
３
５
０
年
、
所
在
地
は
曽
根
で

す
。
中
郷
地
区
で
す
ね
。
中
郷
地
区
に
も
、
こ
れ
だ

け
立
派
な
木
が
あ
り
ま
す
よ
。
こ
の
隣
が
釈
藏
寺
、

市
の
指
定
の
文
化
財
の
、
木
造
の
仏
像
が
あ
る
、
お

寺
の
隣
に
あ
り
ま
す
。
向
こ
う
の
方
へ
行
っ
た
と
き
、

見
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

３
５
番
目
、
羽
雄
神
社
の
ス
ギ
。 

 

３
６
番
目
、
矢
那
の
熊
野
神
社
の
モ
ミ
の
木
。
こ

れ
は
請
西
東
の
道
路
の
ほ
う
か
ら
見
る
と
、
熊
野
神

社
の
上
に
、
森
の
上
に
突
き
抜
け
て
い
る
木
が
何
本

か
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
モ
ミ
の
林
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
、
こ
こ
に
あ
げ
て
あ
り
ま
す
。 

 

３
７
番
目
、
弘
蔵
寺
の
ム
ク
ノ
キ
。
弘
蔵
寺
の
ム

ク
ノ
キ
は
、
こ
れ
は
下
望
陀
な
ん
で
す
が
、
こ
こ
も

小
櫃
川
の
ほ
と
り
の
お
寺
で
、
こ
う
ゆ
う
平
坦
地
に

も
ム
ク
ノ
キ
は
大
き
く
育
ち
ま
す
と
い
う
こ
と
で

あ
げ
ま
し
た
。 

 

３
８
番
目
、
福
壽
寺
の
タ
ブ
ノ
キ
。
タ
ブ
ノ
キ
で

す
ね
。
こ
れ
も
福
壽
寺
で
す
が
、
場
所
は
長
須
賀
に

あ
り
ま
す
。
長
須
賀
の
平
坦
地
に
あ
り
ま
す
が
、
こ

こ
で
も
、
歴
史
の
あ
る
、
お
寺
に
も
こ
う
ゆ
う
大
き

な
木
が
育
っ
て
ま
す
と
。 

 

３
９
番
目
、
真
里
谷
の
ケ
ヤ
キ
。
こ
れ
は
非
常
に

自
然
豊
か
な
と
こ
ろ
で
、
ケ
ヤ
キ
の
大
き
い
木
な
ん

で
す
が
、
幹
周
が
３
６
３
ｃ
ｍ
、
樹
齢
は
２
０
０
年

で
す
。
紅
葉
が
非
常
に
綺
麗
で
、
道
か
ら
見
え
ま
す
。

宅
地
に
入
ら
な
く
て
も
、
紅
葉
が
綺
麗
な
ん
で
、
こ

こ
に
あ
げ
ま
し
た
。 

 

最
後
の
４
０
番
。
桜
井
の
諏
訪
神
社
の
ス
ダ
ジ
イ

の
森
。
桜
井
の
諏
訪
神
社
は
、
峰
の
薬
師
の
隣
で
す

ね
。
先
ほ
ど
の
中
央
病
院
の
近
く
の
神
社
で
す
。
こ

こ
は
ス
ダ
ジ
イ
の
巨
木
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
神
社
。
な

の
で
、
ス
ダ
ジ
イ
で
３
０
０
ｃ
ｍ
以
上
が
６
本
あ
る

ん
で
、
森
と
し
て
と
り
あ
げ
ま
し
た
。
以
上
が
代
表

的
な
、
木
更
津
市
の
巨
樹
・
巨
木
で
す
。 

 

木
更
津
市
の
巨
樹
・
巨
木
目
録
。
上
に
名
前
が
書

い
て
あ
り
ま
す
か
ら
、
私
の
名
前
と
一
緒
に
、
調
査

協
力
し
て
く
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
名
前

が
書
い
て
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
市
史
に
そ
の
ま
ま
載

せ
る
資
料
で
す
。 

 

こ
の
中
で
、
こ
の
表
の
見
方
で
す
け
ど
、
左
の
番

号
は
た
だ
の
、
順
番
を
つ
け
た
だ
け
の
番
号
で
意
味

は
あ
り
ま
せ
ん
。
種
名
は
先
ほ
ど
か
ら
申
し
て
い
る

通
り
の
種
名
で
す
。 

 

そ
れ
か
ら
次
が
科
名
で
す
ね
。
科
名
は
最
近
い
ろ

い
ろ
変
わ
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
例
え
ば
エ

ノ
キ
な
ん
て
の
は
、
古
い
資
料
は
ニ
レ
科
に
な
っ
て

ま
す
が
、
今
は
み
ん
な
Ｄ
Ｎ
Ａ
解
析
に
よ
っ
て
、
Ａ

Ｐ
Ｇ
分
類
と
い
う
方
法
で
ア
サ
科
に
な
っ
て
ま
す
。 

 

学
名
は
、
種
名
と
学
名
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。 

 

あ
と
は
幹
回
り
の
実
測
値
、
樹
高
、
目
視
で
見
た

樹
高
。
そ
れ
か
ら
、
樹
形
。
樹
齢
は
推
定
で
す
ね
。

樹
勢
は
元
気
か
、
い
い
か
、
わ
る
い
か
、
衰
え
て
る

か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
書
い
て
あ
り
ま
す
。
所
有

者
、
管
理
者
は
、
神
社
や
お
寺
や
、
公
共
機
関
は
、

全
部
そ
の
ま
ま
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
個
人
の
場
合

は
個
人
と
し
て
、
個
人
名
は
書
い
て
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
市
の
天
然
記
念
物
は
書
い
て
あ
り
ま
す
。
生

育
地
は
、
現
在
の
木
更
津
市
の
町
名
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
地
区
名
ご
と
に
分
け
て
書
い
て
あ
り
ま
す
。 

             

測
定
の
様
子 

桜
井
日
枝
神
社
の
エ
ノ
キ 

  

全
部
で
２
５
５
本
記
録
し
ま
し
た
。
木
更
津
市
に

あ
る
も
の
は
、
ほ
ぼ
９
０
％
ぐ
ら
い
は
、
こ
こ
に
載

っ
て
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
ス
ダ
ジ
イ
だ
と
か
、

ス
ギ
だ
と
か
、
ケ
ヤ
キ
と
か
は
ね
、
近
い
や
つ
っ
て

い
う
の
は
、
若
干
見
落
と
し
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
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大
部
分
は
こ
の
デ
ー
タ
の
中
に
、
残
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
、
私
か
ら
の
話
は
、
以
上
で
終
わ
り
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

市
史
編
さ
ん
部
会
の
活
動
報
告 

市
で
は
『
木
更
津
市
史
』
を
編
さ
ん
す
る
た
め
、
資
料

を
調
査
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
あ
る
古
文

書
や
古
い
町
並
み
の
写
真
、
農
具
、
民
具
な
ど
は
、
木

更
津
の
歴
史
を
知
る
手
が
か
り
と
な
り
ま
す
。
お
持

ち
の
方
は
、
情
報
提
供
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

考
古
部
会 

刊
行
に
向
け
、
原
稿
執
筆
、
図
版
作
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。
図
版
に
つ
い
て
は
カ
ラ
ー
化
の
た
め
の
再
撮

影
を
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。 

古
代
部
会 

令
和
６
年
３
月
末
の
「
木
更
津
市
史 

史
料
編
４ 

古
代
」
の
刊
行
に
向
け
、
印
刷
準
備
に
入
っ
て
い
ま

す
。 

中
世
部
会 

時
代
・
テ
ー
マ
ご
と
に
分
担
し
、
部
会
委
員
各
自
で

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

近
世
部
会 

県
内
史
料
収
蔵
機
関
調
査
及
び
市
内
外
旧
家
等
訪

問
調
査
を
行
う
と
と
も
に
史
料
編
掲
載
候
補
史
料

の
選
定
を
し
、
翻
刻
を
進
め
て
い
ま
す
。 

近
現
代
部
会 

新
聞
記
事
や
市
役
所
文
書
か
ら
史
料
の
選
定
を
行

う
と
と
も
に
社
寺
関
係
史
料
の
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
並
行
し
て
史
料
編
掲
載
史
料
の
選
定
と
筆
耕

を
進
め
て
い
ま
す
。 

民
俗
部
会 

部
会
会
議
を
開
催
し
、
調
査
方
法
の
検
討
を
行
う
と

と
も
に
市
内
の
現
地
巡
見
を
実
施
し
ま
し
た
。 

       
 

金
田
地
区
巡
見
の
様
子 

自
然
部
会 

令
和
６
年
４
月
の
「
木
更
津
市
史 

自
然
編 

資
料
」

の
木
更
津
市
史
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
の
公
開

に
向
け
て
準
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

お
知
ら
せ 

刊
行
物
の
ご
案
内 

木
更
津
市
史
編
さ
ん
に
関
す
る
刊
行
物
を
文
化
課
で

販
売
し
て
お
り
ま
す
。 

『市
制
施
行
七
〇
周
年
記
念
図
説
木
更
津
の
あ
ゆ
み
』

（Ａ
四
版
本
文
二
七
四
ペ
ー
ジ
）二
〇
〇
〇
円
内
容
木

更
津
の
歴
史
・文
化
・自
然
を
写
真
や
図
版
を
多
く
使

っ
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
ま
す
。 

           

『木
更
津
市
史
研
究
』創
刊
号
（Ａ
四
版
本
文
一
〇
二
ペ

ー
ジ
）五
〇
〇
円
内
容
「勤
王
の
歌
人
・斎
藤
昌
麿
と

安
政
の
大
獄
」(

實
形
裕
介
）「木
更
津
市
域
へ 

の
空
襲

の
実
相
に
迫
る
」(

栗
原
克
榮
）「木
更
津
の
獅
子
ま
き

に
つ
い
て
」(

田
村
勇
）「震
災
後
の
希
望
の
学
舎
」(

渡
邉

義
孝
）「関
東
大
震
災
復
興
か
ら
見
た
金
田
小
学
校
校

舎
」(

髙
木
澄
子
）「木
更
津
市
の
陸
生
爬
虫
類
」(

成
田

篤
彦
）「東
京
湾
小
櫃
川
河
口
干
潟
の
シ
オ
マ
ネ
キ
に
つ

い
て
」(

相
澤
敬
吾
）「木
更
津
市
の
魚
類
ハ
ゼ
亜
目
」  

(

田
村
満
） 

第
二
号
（ 

本
文
一
〇
八
ペ
ー
ジ
）五
〇
〇
円
内
容
「中

世
に
お
け
る
木
更
津
と
本
牧
の
交
流(

上
）」(

盛
本
昌

広
）「江
戸
時
代
に
お
け
る
木
更
津
市
域
の
教
育
環
境

（上
）」（ 

川
﨑
史
彦
）「日
露
戦
争
後
の
地
域
社
会
」

(

池
田
順
）木
更
津
県
に
お
け
る
育
児
救
済
政
策
資
料

か
ら
の
一
考
察
」（ 

駒
早
苗
）「浸
透
実
験
池
の
水
質
の
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特
徴
と
カ
ワ
ウ
コ
ロ
ニ
ー
が
そ
の
水
質
に
与
え
た
影
響
に

つ
い
て
」
（湯
谷
賢
太
郎
）「
木
更
津
市
の
蝶
」
（相
澤
敬

吾
）
「木
更
津
市
の
汽
水
・
海
水
魚
」
（田
村
満
）
「木
更

津
市
の
両
生
類
」（成
田
篤
彦
） 

第
三
号
（本
文
六
八
ペ
ー
ジ
）五
〇
〇
円
内
容
「中
世
に

お
け
る
木
更
津
と
本
牧
の
交
流(

下
）
」（盛
本
昌
広
）

「
江
戸
時
代
に
お
け
る
木
更
津
市
域
の
教
育
環
境 

（
下
）」
（川
﨑
史
彦
）「
木
更
津
市
の
バ
ッ
タ
目
」
（成
田

篤
彦
）
「木
更
津
市
の
サ
ク
ラ
・ 
見
分
け
方
と
生
育

地
」
（木
暮
文
雄
） 

第
四
号
（本
文
八
四
ペ
ー
ジ
）五
〇
〇
円
内
容
「松
本

栄
子
と
彼
女
を
め
ぐ
る
人
々
」（
駒
早
苗
）
「百
年
前
の

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
『
ス
ペ
イ
ン
・イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
』
と
地
域
」
（栗

原
克
榮
）
「房
総
の
郷
土
史
家
小
熊
吉
蔵
と
そ
の
生

涯
」
（文
化
課
）
「木
更
津
の
獅
子
神
楽
舞
に
つ
い
て
」

（ 

田
村
勇
）「
金
鈴
塚
古
墳
石
室
・石
棺
のSfM
/M

V
S

三
次
元
計
測
」
（本
間
岳
人
）
「木
更
津
市
の
カ
メ
ム
シ

目
」
（成
田
篤
彦
） 

第
五
号
（本
文
一
九
六
ペ
ー
ジ
）
五
〇
〇
円
内
容
「鎌

倉
時
代
の
畔
蒜
庄
」（
盛
本
昌
広
）
「木
更
津
市
の
ヤ
マ

ト
タ
ケ
ル
と
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
伝
説
」
（入
江
英
弥
） 

「
木
更
津
の
地
名
１
（吾
妻
、
木
更
津
１
・
２
、
貝
渕
、
桜

井
）
」（田
村
勇
）「
八
剱
八
幡
神
社
例
大
祭
運
営
奉
輿

を
通
じ
て
み
る
町
づ
き
あ
い
の
諸
相
（和
田
健
）「
諏
訪

谷
横
穴
墓
群
出
土
人
骨
か
ら
考
察
す
る
被
葬
者
に
つ

い
て
」（
谷
畑
美
帆
・神
澤
秀
明
・
角
田
恒
雄
・
原
山
ボ

ー
ロ
ン
崇
）「
ア
シ
ハ
ラ
ガ
ニ
の
生
活
」
（相
澤
敬
吾
）
「木
更

津
市
の
南
方
系
昆
虫
や
カ
ニ
類
の
侵
入
と
生
息
状
況
」

（ 

成
田
篤
彦
）「維
管
束
植
物
分
布
合
同
調
査
の
概

要
」（木
暮
文
雄
） 

『木
更
津
市
史
編
さ
ん
事
業
公
開
講
座
記
録
集
』平
成

二
十
六
～
二
十
八
年
度
版
』（Ａ
四
版
本
文
九
〇
ペ
ー

ジ
）五
〇
〇
円
内
容
「盤
洲
干
潟
の
い
き
も
の
た
ち
」

「中
世
～
戦
国
時
代 

江
戸
湾
を
め
ぐ
る
武
田
氏 

戦

国
時
代
の
木
更
津
と
真
里
谷
武
田
氏
」「市
史
を
編
さ

ん
す
る
と
い
う
こ
と 

こ
ん
な
に
身
近
に
宝
が
あ
っ
た
！

～
木
更
津
の
古
民
家
・ 

近
代
建
築
を
た
ず
ね
て
～
」 

『木
更
津
市
史
編
さ
ん
事
業
公
開
講
座
記
録
集
』平
成

二
十
九
年
度
版
』
（Ａ
四
版
本
文
三
二
ペ
ー
ジ
）
五
〇
〇

円
内
容
「
暮
ら
し
か
ら
見
つ
け
る
木
更
津
の
文
化
資
源
」 

『木
更
津
市
史
編
さ
ん
事
業
公
開
講
座
記
録
集
』平
成

三
十
年
度
版
』（Ａ
四
版
本
文
十
五
ペ
ー
ジ
）五
〇
〇
円

内
容
「
明
治
１
５
０
年
記
念
木
更
津
地
域
か
ら
見
た
明

治
」 

 

そ
の
他
の
お
知
ら
せ 

木
更
津
市
史
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
公
開
し
て
い
ま

す
。 

「
木
更
津
市
史
編
さ
ん
で
調
査
し
た
歴
史
資
料
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
て
い
ま
す
。 

内
容
は
、
千
葉
県
指
定
有
形
文
化
財
の
「天
正
検
地
帳
」

な
ど
の
画
像
と
翻
刻
文
、
戦
国
時
代
の
城
跡
で
あ
る
真

里
谷
城
跡
、
天
神
台
城
跡
、
要
害
城
跡
の
陰
陽
図
で
す
。 

無
料
で
検
索
・ 

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
ち
ら

の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（ 

事
務
局
） 

公
開U

RL

：h
tt
ps
:/
/a
de
ac
.jp

/k
is
ar
az
u
-
ci
ty
/ 

          

編
集
後
記 

 

こ
の
た
び
、「
木
更
津
市
史
編
さ
ん
だ
よ
り
」
第

８
号
を
発
行
し
ま
す
。 

 

令
和
５
年
度
は
、「
史
料
編
４ 

古
代
」
の
刊
行

お
よ
び
「
自
然
編 

資
料
」
の
公
開
に
向
け
て
、

市
史
編
さ
ん
に
係
る
調
査
・
研
究
を
進
め
ま
し
た
。 

 

今
後
も
更
に
刊
行
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

な
お
、
編
さ
ん
だ
よ
り
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ

さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
事
務
局
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


